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新しい指迎要領には､ ｢数と計訂Jにおいて l~見稲り｣市税の方向が示されて
いる｡これは､いわゆる情報化のjtE展に伴い､情報を大F)に処理したり､判断し
たりする見積りの力が頚要となってきたからであるO ｢数と計井Jにおける r見
積り｣には､数をわかりやすいおよその数でとらえて計算の結巣を見i由すことに
より､計算の仕方が答易で能率的になるというよさがあるOまた､計許の大きな
誤りを防ぐというよさがある｡
そこで､この研究では､子ども自らが鬼桜りのよさが分かり､そのよさを稲極
的に活かすことができるようにするにはどうすればよいかを､4'1F｢わり_TI｣の
実践授業をもとに究明する｡
1.研究のねらい
新しい指導要領で見揺り重視の方向が示さ
れて以来､ ｢数と計算｣の授業の小でも鶴嶺
的見積りが破り込まれている｡ところが､見
捕りを放り込んだ ｢数と計算｣の授業の中に
は､見積りが計算の仕方と遊離してしまい､
見積りを活用する授業とは程遠いものになっ
ているものも少なくないようである｡
この原因は､見積りの意味やよさを意識さ
せないまま､形式的に教え込んでいるからで
あろう｡
そこで､本研究では､見桜りを収り込み､
これ活かす必然性のある第4学印の ｢ゎり詐｣
に焦点を当て､見構りについて次のLJ-iを明ら
かにする｡
① 4叩 ｢わり辞｣において､子どもに
身に付けさせたい ｢見積りを活用す
る力｣を明らかにするo
② l見枯りを活用するノJ｣を育てるた
めの指導方法を明らかにする｡
2.研究の内答
(1))-抱擁り｣の意義
第4竿4l･三の rわり許｣で見槻りを活用しな
いで､筆Tlの l~たてる｣｢かけるJ ｢ひく｣
J~ぉろす｣という形式的な計算の手順を急ぐ
と､下のような誤りを
してしまいがちである｡
そこで､等質のLJ二方を
兄ILiす際には､
96÷32
の答えがイIiJになるかを見
桜りによって見当をつけ
させておく必要がある｡
すfj:わち､芥えの比当
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犯 しやすい
子どもの誤り
33
32)すす
旦旦0
づけによって､96÷32の答えが3になる
という見通､Lをもっことができると､前述の
ような誤りを事前に防ぐことができる｡
また､答えが3という見通しをもっことが
できるとt既習の ｢立てる｣｢かける｣ ｢ひ
く｣｢おろす｣の計算の手順を活用すれば､
谷易に頚算の仕方を見山すことができるとい
うよさがあると考える｡
(2)見積りのu二方
｢わり算｣の計算の見括りにも､いろいろ
な見槌り†上方が考えられる｡
(Dfront-e∩d
(頑の位で見当をつける)
96÷32
↓
90÷30で､3と見当をつける
@round-numbcr
(四捨五入で見当をっける)
96÷32
且96i･100､32を30とみて
100÷30で､3と見当をつける
@compatible-number
(割る数で､わり算しやすいようにわら
れる改まるめて､見当をっける)
96÷32
止32を30と批とき､30でもりやすいように96を90とみて
90÷30
(3)見積りを活かす力
上記のような見積りの仕方を活用すること
ができるようになることを､ ｢見械りを活用
する力｣として､次のように設定した｡
① 同じ見firJL･り方法を､いろいろわり許の
計訂場面で形式的に活用することがで
きる｡
② いろいろな見梢りl上方を知り､H的に
応じて適切に選択して所用することが
できる｡
(3)調査部項
本研究では､4'LFrわり罪｣で､次のこと
を授英実践を適して明らかにする｡
(調査部項 Ⅰ)
○いろいろな見積りのll方を､毛重唱すること
ができるか｡
(調庶耶項Jl)
○目的に応じて､見積りの仕方を適切に選択
し､活用することができるか｡
3.研究の方法
(1)見積りの指導の系統にtJtiった指導
わり芥における ｢見積り｣の指Tqの系統を
下記のように設謹し､それにしたがって指導
する｡
滋 わり斑の見積りの系統
第3学咋
72÷3､23Ll÷3のような計許の
商をお金の模型を使って､具体的に見当
つけてから計算するo
(2) lL概数｣の指導を先にする
教科門では､概数の指頚と上-1u稲りのfHtl蔀を
rk-.IA(させていT,i-いが､fl梢りを活用させるた
めには､rk-)迎を快lるほうがよいと考えたo
そこで､ f概数 Iの指封を先に指期し､数
をEl的に止;じておよその値でとらえることの
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意味を埋解させ､概数を所用するための素地
づくりをする｡ ｢概数｣の指串を5月にし､
｢わり罪｣の指垂井は1カ月間をおいて6JlJに
授業実践した｡
(3)調査の問題と方法
◇調杢問題
第4竿il･:の ｢ゎりTl｣の_中元の節Efにあた
る小心問題として ｢96÷32｣ r256÷
32｣ ｢317÷32｣ ｢312十24｣の
4品白を放り上げるC
◇調査方法
授顎LF)の形成評価によって､どんfd:i'1刷り
を活用するかをみる｡
4_研究の実際と成史
(1)調査事項 1について
調査部頃I
いろいろな見積り方法を凌得することが
できるか｡
具体的にいえば､96ナ32の計Slの見削り
をする際､
(D90÷30と考えて見当をつける｡
②100÷30と考えて見当をつける｡
などの見積りの仕方を見出し､これを壌碍す
ることができるかどうかを調度する｡
ア.調査授業の目標
●96÷32の繭を見当付け､商の見当
付けをもとに､96÷32を手際よく
計算することができる｡
ィ.調査授業の展開
96÷32の商の見当をつける｡
iBiの見当をもとに筆井する○
17-L当付けを活かした等Tfのl上方を話L-ft
i-J.当付けを活かした葦許の[1-万のPI!解i.
･'J_指導方法の工夫
商の見当をつけやすくするために､次の2
つの工夫をするd
t=一 月i元の導入問題の数値を｣二夫する
まず､ ｢[コ円もって､1こ△円のあめ
を買うと何こ買えるでしょう｣という条
件不足の問題を示す｡次に､子どもが持っ
ているお金と1このあめの値段を尋ねて
きたところで､ ｢30円のあめを90円
や100円では何個買えるか｣を問う｡
こうして単元の導入で､90÷30や
100÷30を取り上げるのは､これら
の計算が96÷32の商の見当づけに発
展的に融結すると考えるからである｡
■=r お金の模型を活用させる
兄梢り体験を豊かな買い物場を収り上
げ､お金の模型を使って商の見当をつけ
やすいようにする｡
OqjD(抄Qj)(抄(抄(抄(抄(抄
(D(D(D(D(0(D
-1.--
工.授業中の調査結果
｢96÷32の答えの見当をつけるには､
96円や32円を大体何円とみればよいでし
ょう｣
この問いかけによる子どもの見構りの†上方
は､次の通りである｡
表 見擁りの評価法巣 (4咋い組38人小)
見綴りの仕方 人数 (%)
①96- 90 23人32 3 とみて､
90÷30-3 (61%)
3と見当をつけるo
②96-100 22人32 3 とみて､
100+30-3..10 (58%)
3と見当をつけるo
③ (丑と②両方 9人(23%)
オ 考察
上記の蓑を見れば､少なくとも1つは見桜
りの仕方を自力で見山すことができる子ども
が95_5%いる｡①､②の両方の見積りの仕方
を曳山す子どもは約10%と少ないが､これ
は自力解決の段階tfので､10%もいるとみ
た方がよい.したがって､二fどもに多様なfl
椀りのl上方を姫'[ささせることは可能であると
考える｡
(2)調査事項Ⅲについて
調査部項1
目的に応じて､見綴り方tL=を適切に選択
して､活用できるか｡
員休的にいえは､256→-32の計算のii
梢りをするとき､いろいろな見税りのLJ二方の
tLlからcompatibJc-numbcr
という見税りのL上方 (32を30とみて､
256を30でわりやすい散2′10･とみて､
240ナ30で見当をつける)を選び､これ
を活用することができるかどうかを調轟する｡
ア.調査授業の目標
●256÷32の繭を見当づけ､雌の見当
づけをもとに､252÷32を手際よく
計許することができるO
ィ.調査授業の展開
256÷32の計算の仕方をJ5-えよう
というめあてをつかむ｡
256÷32の商の見当をつける｡
i由の見当を活かして256÷32の計
算の仕方を見山す｡
柵の見当を活かした256÷32の計
算の仕方を話し合うo
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ウ.見積りを選択 ･活用しやすくするため
の工夫
IE=r _ql元の早い時3g]に､よりよい見抜り
の仕方を意識させる
Bi元の早い時期､96÷32の計Tlの[上方
を考える場面でーいろいろな見槌りの仕方を
見出したところで､どちらがよりよい見槌り
の仕方かを比較検討させるようする｡
:-- -比較する見構りの仕方 一一- -:
:①96を90､32を30とみて､ :I I
: 90÷30-3､3と見当をつける :l l
:②96を100､32を30とみて､ :I l
: 100÷30-3- 103と見当をつ :l
･ ける ･l l1 1
こうして､わる致32を30とみたとき､
わられる数96をtわりやすい数と90とみ
て商の見当をつける②の見積りの仕方のよさ
に気づきtこの見積りの仕方を埋解させる｡
すなわち､ ｢わる数でわりやすいように､
わられる数をとらえて商の見当をつける｣と
いう見積りの仕方 (compatible-
number)の素地作りをする｡
■J わる数を意図的にそろえる
わる数が3位数になる256÷32のとき
も､96÷32の時と同じように､わる軌を
32にそろえるようにする｡
これにより､256をおよそいくらにみて
商の見当をつければよいかをJ,-えやすくした｡
工.調査結果
256円もって1個32円のあめは何個買
えるかという問題にJ由抗すると､ ｢256 ÷
32の計罫を､it5の見当をつけてから計辞 し
ましょう｣というめあてもつと､子どもは､
吋.速､次のような見fAr-りの什方を活用してい
った ｡
I ■ ⊥
(1咋い紺38人)
fl砧りのI上方 人数(㌔)
①256-210 ⊂う210÷30-8 l8人
32 -30とみて 8相当づける (47%)
②256-300 ⊂>240÷30=10 20人
32 -30とみて lOと比当づlJる (53%)
③256-250⊂令250÷30-8-10 7人
32 -30とみて 8とは当づける (18%)
オ 考察
上記の調査結梨①､②の結梨をみるI触り､
わる致32を30とみると､わる致256を
30でわりやすい数にみようとする意識は､
①と②ともに共通している.もちろん､①は
見当をつけたlLGを直す必要がないのに､(丑は
見当をつけた商をなおす必要がある｡
しかし､商
の修正は技術 10 8
的なことであ 32)元首032)m
り､大切なの 320 256
は､30でわ 0
るのに､T度いいような256に近い数を収
り山すことにある｡
しかし､それは､技術的なでことであり､
大切なのは30でわるのに都合のいいように
256に近い数をもってくることにある｡
わる致30でわるのに､丁度いいようにわ
られる数をとらえることができる子どもは､
256を300とみるよりは､2′10とIiる
11砧りのI上方②0)方がtよりよい考えである
ことを】.I!∈叩なく認めることができると･P,'える｡
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(3) 調査事項IIについて
調査事項山
El的に応 じて見積り方比を適切に選択
して､活用できるか
252÷36の商を見当つけて計算すると
き､わる数36を30､あるいは40とみて
わる数に応じて､252をわりやすい数にみ
て商の見当をつけることができるかどうかを
調査する｡
ア_調査授業のEJ磨
●252÷36の商を見当づけ､商の見
当づけを修正して､252÷36を手
際よく計算することができる｡
ィ,調査授業の展開
252÷36の商の見当をつけて計芸tL
ようというめあてをつかむ｡
仮店の修正を必要とする等罪の仕方を詰
仮iRjの修正を必要とする挙筋の[上方の理
解を深める｡
･'jl調杏結貼
｢252÷36のiitjの見当をつけて計rlL
よう｣というめあてをもった子どもは､次の
ような見偽りの仕方を活用していった｡
去 活用する見積りの仕方 岬い抱(38人)
比綴りのL上方 人数 (%)
①252→240 240÷40=6 25人
36→40と舶 Gと脳づける (66%)
②252→210 240÷30=8 t9人
36→30と如 8と比当づける (55%)
③①｡②の前の止別叫と方(.R当をlEJる 6人(1%)
④252→250 250÷40-8,.]0 0
エ 考察
調査結娘をみると､見当づけしたl領を階正
しながら薫算する場面での見槌りの仕方は､
次の2つであった｡
① わる致36を40とみると､40で
わりやすいようにわらjl,る数252を
2LIOとみて､240÷40-6とIJ.
当をつける｡
(診 わる致36を30とみると､30でわ
りやすいように､わられる数252を
2/10とみて､2LIO÷30-8とL-i
当をつける｡
このことから､わる数36を30や40と
みて､わる数でわりやすいような256に近
い数を適切に選んで商の見当をつけることが
できることか分かったoすなわち､Ej的に応
じて､51Ll桜りのL_L･方を選択して､これを活用
することができるということが分かった｡
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5_研究のまとめ
本研究では､第1に､4年 ｢わり許｣で､
調査事項 Ⅰについて
いろいろな見積り方法を礎得することが
可能である｡
ということが分かった｡
それは､96÷32の商の見当付けで､
① 90÷30-3で､
3と見当をつける
② 100÷30-3･ ･10で
3と見当をつける
など､多様な見当づけの仕方をすることがで
きたからである｡
また､第2に､
- 調点事項1について
Ef的に応じて見積りのI上方を適切に選択
し､活用することができる｡
ということが分かった｡
それは､96÷32で ｢わる散32を30
とみて､みたとき､30でわりやすいように
96を90とみて見積もるよさに知づいた子
どもが256÷32の計算に発展したとき､
次の反応を示したからである｡
l
:わる致32を30とみたとき､256に近
い､数として30でわりやすい致240を選
;ぴ､240÷30-8と見当をつける｡l
上記の見積りの仕方には､
① 目的に応じて見積りを適切に活用する
という観点から簡便な見積りの仕方で
あること｡
② わる数32を30とみたとき､わる数
に応じて256に近い数として240
や300とみることは致感覚を育てる
上で有効であること
というよさがある｡
以上のことから､左のページに示した1-:i械
りの仕方ができることを､第4学咋の ｢わり
罪｣において身に付けさせたい ｢見槌りを活
用する力｣として､とらえることかできると
考える｡
また､この見横りの仕方を身に付けさせる
ためには､単元の早い段階で次のようにすれ
ばよいことが明らかになった｡
･ロー 96÷32で､多様な見積りのI1-方
を弓lき山して､よりよい見械りの仕
方を貝山させるようにする｡
これにより､子どもは､256÷32など
商の見当をつけるとき､このLjtl積りのIJ_一方を
活用していき､そのよさを味わうものと増え
ている｡
(平成6年 3月19日受理)
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